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シンカタイム

本校では授業過程に，本時の課題解決後，獲得した知識等を活用し，更に一歩踏み

込んで思考してみる活動（シンカタイム）を位置付けている。

・シンカタイムでは，より児童が主体的に，協働して解決に取り組むことを期待し，進

行をできるだけ児童自身に任せることしている。

・その時間の課題解決の内容によって，シンカタイムの内容は「高めるシンカ」「深め

るシンカ」「広げるシンカ」の３種類から設定している。

＊シンカタイムは毎時間必ずあるわけではない。

Captain Ｊ

児童が，自分達で協働的な学びを進めていく力を高めるために，授業内に学習リー

ダー（Captain Ｊ）が中心となって進行する時間を設けている。

・Captain Ｊとして身に付けてほしい力を，学年の段階別に示し，全職員で共有して

取り組んでいる。

・Captain Ｊの主な役割にはタイムマネジメント，指名，進行があり，学年が上がる

につれ，「自分で必要な時間を判断する」「問いかけたり，関連付けたりしながら進

める」等のレベルが高まっていく。

・日替わり等で Captain Ｊを，学級の全員が経験しながらこの取組を進めている。








